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近
年
の
宗
教
側
の
勝
訴
判
決
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
信
仰
へ

の
支
持
を
弱
体
化
す
る
と
の
懸
念
を
示
す
も
の
と
し
て
、see 
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a 37-38, 47, 
90 

（2016

）.

（
33
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教
会
の
広
報
担
当
者
や
音
楽
監
督
を
聖
職
者
と
し
た
事
案
と

し
て
、see A

licea-H
ernandez v. C

ath. B
ishop of C

hi., 320 
F

.3d 698 

（7th C
ir. 2003

）; T
om

ic v. C
ath. D

iocese of 
P

eoria, 442 F
.3d 1036 

（7th C
ir. 2006

）.

　
医
療
従
事
者
を

「
信
仰
の
体
現
者
」
と
み
る
見
解
と
し
て
、see C

arstens, su
pra 

note 25, at 209-211.

（
34
） 

S
ee T

im
othy H

ilton &
 L

arissa W
hittingham

, 
S

C
O

T
U

S
 D
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 Im

p
a

cts D
iscrim
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a

tion
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gain

st R
eligiou

s E
m

ployers, JD
 S

upra, 

（July 21, 2020

）, 
a
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ila

b
le a

t <w
w

w
.jdsupra.com

/legalnew
s/scotus-

decision-im
pacts-discrim

ination-82075/>.

（
35
） 

S
ee F

L
S

A
 2021-2 

（Jan. 8, 2021

）, available at <w
w

w
.

dol.gov/sites/dolgov/files/W
H

D
/opinion-letters/

F
L

S
A

/2021_01_08_02_F
L
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A

.pdf>.
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R
eligiou
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om
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o

H
n ’S L

. r
e

v. 663, 667 n.14 

（2007

）; L
ead

in
g C

ases, su
pra, at 466-467

）と
い
っ
た
批
判

が
あ
る
。

（
26
） 

S
ee L

ead
in

g C
ases, su

pra note 25, at 468.

（
27
） 

L
ead

in
g C

ases, su
pra note 25, 468-469

は
「
役
割
」
の

「
聖
性
」
に
つ
い
て
の
宗
教
団
体
の
誠
実
な
主
張
へ
の
敬
譲
が
重
要

と
述
べ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
役
割
」
に
つ
い
て
の
理
解
は
両
者

の
違
い
を
埋
め
る
も
の
と
な
ろ
う
。

（
28
） 

も
っ
と
も
、
ホ
サ
ナ
判
決
法
廷
意
見
自
体
は
「
勤
務
時
間
の

総
量
」
と
「
聖
職
者
」
該
当
性
は
連
関
し
な
い
と
す
る
。

H
osan

n
a-T

abor, 565 U
.S

. at 193-194.

（
29
） B

ostock v. C
layton C

ounty, 140 S
. C

t. 1731 

（2020

）.

（
30
） B

urw
ell v. H

obby L
obby S

tores, Inc., 134 S
. C

t. 2751 

（2014

）.

（
31
） 2019-2020

開
廷
期
の
宗
教
側
勝
訴
判
決
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や

女
性
の
権
利
へ
の
制
約
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、

see L
eslie G

riffin, S
ym

p
osiu

m
: R

eligion
s’ w

in
s a

re 

losses, S
C

O
T

U
S

blog 

（A
ug. 4, 2020

）, available at <w
w

w
.

scotusblog.com
/2020/08/sym

posium
-religions-w

ins-are-
losses>.

　
信
教
の
自
由
条
項
が
平
等
保
護
原
則
の
否
定
に
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、see H

ow
ard 

）
一
七
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

一
五

〔
業
務
上
過
失
致
死
事
件
、
金
沢
地
判
令
和
三
年
四
月
八
日
、

無
罪
確
定
、D

1-L
aw
.com

判
例
体
系
、
判
例ID

28291805

〕

［
事
実
］

被
告
人
は
、
令
和
二
年
七
月
二
七
日
午
後
一
一
時
四
分
頃
、
大

型
貨
物
自
動
車
を
石
川
県
野
々
市
市
の
片
側
二
車
線
の
駐
車
禁
止

区
間
の
道
路
端
に
止
め
、
車
内
で
仮
眠
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

翌
日
の
七
月
二
八
日
午
前
三
時
四
九
分
頃
、
Ｙ
運
転
の
普
通
乗
用

自
動
車
が
被
告
人
車
の
後
部
に
時
速
五
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で

追
突
し
、
Ｙ
は
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
等
の
傷
害
を
負
い
、
搬
送
先
の

病
院
で
死
亡
し
た
。
な
お
、
事
故
当
時
は
降
雨
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

被
告
人
は
、
追
突
事
故
自
体
に
は
気
付
か
ず
、
車
両
を
運
転
し
、

現
場
を
離
れ
て
い
る
。

被
告
人
車
両
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
そ
の
後
部
に
茶
色
コ
ン
テ
ナ

を
搭
載
し
た
ト
レ
ー
ラ
ー
が
接
続
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
人

は
、
被
告
人
車
両
を
駐
車
し
た
際
、
左
側
の
尾
灯
（
右
側
尾
灯
は

点
灯
し
な
か
っ
た
）
と
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
照
ら
す
ラ
イ
セ

ン
ス
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
（
非
常
点
滅
表
示

灯
）
を
点
滅
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ラ
ン
プ
付
近
に
大
型
の
反

射
器
が
装
備
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
追
突
地
点
よ
り
西
側
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
直
線
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
被

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件

船

　
　山

　
　泰

　
　範

判
例
研
究

）
五
三
七
（
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（
二
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一
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）

一
六

告
人
車
両
後
方
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
も
被
告
人
車
両

の
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
１
参
照
）。

被
告
人
は
、
駐
車
禁
止
区
間
に
、
駐
車
は
厳
に
差
し
控
え
る
業

務
上
の
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
っ
て
駐
車
し
た
過
失
に

よ
り
、
追
突
事
故
を
起
こ
さ
せ
、
そ
の
傷
害
に
よ
り
Ｙ
を
死
亡
さ

せ
た
と
し
て
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
で
起
訴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
起
訴
罪
名
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
被
告
人

（
当
時
は
被
疑
者
）
は
、
令
和
二
年
七
月
二
九
日
、
自
動
車
運
転

過
失
致
死
容
疑
（
自
動
車
運
転
処
罰
法
五
条
）
と
救
護
義
務
違

反
・
報
告
義
務
違
反
容
疑
（
道
交
法
七
二
条
一
項
）
で
逮
捕
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
被
告
人
は
事
故
に
気
付
か
な
か
っ
た
と
容
疑
を
否

認
し
、
ト
レ
ー
ラ
ー
は
車
体
の
後
部
が
わ
ず
か
に
へ
こ
む
程
度

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
三
〇
日
に
は
釈
放
さ
れ
て
い
る
（
北
陸
中

日
新
聞
令
和
二
・
八
・
一
）。
自
動
車
の
「
運
転
」
に
は
停
止
中

の
も
の
も
含
ま
れ
る
と
す
る
解
釈
（
１
）
が
有
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自

動
車
運
転
過
失
致
死
罪
と
業
務
上
過
失
致
死
罪
は
、
両
者
と
も
生

命
・
身
体
を
保
護
法
益
と
し
、
犯
行
態
様
も
同
一
で
あ
り
、
法
定

刑
の
上
限
は
七
年
の
懲
役
と
五
年
の
懲
役
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、

「
特
別
法
は
一
般
法
に
優
先
す
る
」
の
原
則
か
ら
も
、
法
定
刑
の

重
い
前
者
が
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

図１　追突事故が起きた現場の図
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図１　追突事故が起きた現場の図

50m 50m

信号機
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乗用車 トレーラー
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五
三
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

一
七

で
き
る
か
ら
、
後
方
車
両
の
運
転
者
は
、
被
告
人
車
両
を
認
識
し

て
、
減
速
や
車
線
変
更
に
よ
り
追
突
を
回
避
す
る
こ
と
が
極
め
て

容
易
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。」

第
二
に
、
後
方
車
両
運
転
者
の
著
し
い
前
方
注
視
義
務
違
反
を

被
告
人
が
予
見
す
る
必
要
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言

及
し
て
い
る
。

「
著
し
い
前
方
注
視
義
務
違
反
等
の
あ
る
車
両
が
進
行
し
て
く

る
こ
と
を
、
一
般
的
抽
象
的
な
可
能
性
を
超
え
て
予
見
す
る
こ
と

は
甚
だ
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

こ
れ
は
、
被
告
人
は
著
し
い
前
方
注
視
義
務
違
反
等
の
あ
る
車

両
が
進
行
し
て
く
る
こ
と
ま
で
を
予
見
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
判
決
が
わ
か
り
に
く
い
表
現
を
し
て

い
る
点
に
つ
い
て
あ
え
て
言
え
ば
、
裁
判
官
が
論
点
を
把
握
し
て

い
な
い
故
で
は
な
い
か
と
思
う
（
評
釈
で
論
ず
る
）。
な
お
、
判

決
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
前
提
と
し
て
は
、「
被
告
人
車
両
を
発

見
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
後
続
車
両
の
運
転
者
は
、

少
な
く
と
も
…
…
交
差
点
付
近
か
ら
進
行
方
向
を
全
く
注
視
し
て

い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
の
事
実
認
定
が
あ
る
。

第
三
に
、「
車
両
の
運
転
者
は
降
雨
時
に
は
よ
り
進
路
上
の
安

全
に
注
意
を
払
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
」
か
ら
、

と
こ
ろ
が
、
本
件
で
は
、
検
察
官
が
格
別
の
理
由
な
く
業
務
上

過
失
致
死
罪
で
起
訴
し
て
い
る
（
２
）
。

令
和
三
年
四
月
八
日
、
金
沢
地
裁
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
を

示
し
て
、
被
告
人
に
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
同
四
月
二
二
日
、
金

沢
地
検
は
控
訴
を
断
念
し
た
の
で
、
本
判
決
は
確
定
し
た
。

［
判
旨
］

⑴
　
判
決
は
、
本
件
の
争
点
と
し
て
、
①
予
見
可
能
性
、
②
因

果
関
係
、
③
道
路
上
に
駐
車
す
る
行
為
が
業
務
上
過
失
致
死
罪
に

お
け
る
業
務
と
い
え
る
か
、
の
三
つ
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
①
の

予
見
可
能
性
に
絞
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

⑵
　
被
告
人
の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
点
か
ら
検

討
し
て
い
る
。

第
一
に
、
車
両
を
駐
車
し
て
い
る
と
、
後
方
車
両
運
転
者
の
発

見
が
遅
れ
れ
ば
、
追
突
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

「
被
告
人
車
両
は
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
な
ど
し
て

お
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
）
後
方
か
ら
で
も
、
そ
の
点
滅
状
況
を
視
認
す
る
こ
と
が

）
五
三
五
（



日
本
法
学
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八
十
七
巻
第
三
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（
二
〇
二
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年
十
二
月
）

一
八

車
両
へ
の
注
意
喚
起
と
し
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
か
停
止
表
示

板
の
い
ず
れ
か
一
方
で
足
り
る
か
ら
と
し
て
、
検
察
官
の
主
張
は

採
用
で
き
な
い
と
す
る
。

以
上
、
検
察
官
の
主
張
三
点
は
い
ず
れ
も
排
斥
さ
れ
て
い
る
。

⑷
　
そ
し
て
、
判
決
は
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。

被
告
人
は
、
本
件
地
点
に
お
け
る
状
態
に
お
い
て
、「
車
両
を

駐
車
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
後
方
か
ら
車
両
が
追
突
す
る
こ
と

を
予
見
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
被

告
人
に
そ
の
予
見
可
能
性
を
前
提
と
し
た
注
意
義
務
違
反
、
す
な

わ
ち
過
失
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
す
る
。

よ
っ
て
、
本
件
被
告
事
件
に
つ
い
て
犯
罪
の
証
明
が
な
い
か
ら
、

無
罪
で
あ
る
と
す
る
。

［
評
釈
］

一

　判
決
の
論
理
構
成
の
検
討

⑴

　本
判
決
の
特
色

本
判
決
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転
者
と
し
て
、
夜
間
、
片
側
二

車
線
の
第
一
車
両
通
行
帯
に
、
交
差
点
か
ら
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
地
点
で
駐
車
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
予
見
可
能
性

「
本
件
道
路
の
形
状
や
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
の
点
滅
状
況
や
路
面
の

水
た
ま
り
へ
の
反
射
状
況
か
ら
し
て
被
告
人
車
両
の
発
見
可
能
性

に
有
意
な
変
化
は
な
い
」
と
す
る
。

⑶
　
検
察
官
の
主
張
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ア
　
検
察
官
は
、
車
両
を
駐
車
す
る
場
合
に
は
後
続
車
を
含
む

車
両
の
安
全
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
判
決
は
、

「
駐
車
禁
止
の
指
定
が
あ
る
の
み
で
駐
車
の
も
た
ら
す
危
険
性
が

直
ち
に
追
突
事
故
の
予
見
可
能
性
を
肯
定
で
き
る
ほ
ど
に
具
体
化

さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。」
と
す
る
。

イ
　
検
察
官
は
、
駐
車
禁
止
場
所
に
通
常
駐
車
車
両
が
い
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
て
自
動
車
が
走
行
し
て
い
る
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド

ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る
だ
け
で
は
駐
車
車
両
の
存
在
を
認
識
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
駐

車
禁
止
区
間
で
あ
っ
て
も
停
車
車
両
が
適
法
に
存
在
す
る
可
能

性
」
が
あ
り
得
る
か
ら
、「
本
件
道
路
が
駐
車
禁
止
区
間
で
あ
る

こ
と
は
、
他
の
車
両
等
の
走
行
あ
る
い
は
前
方
注
視
の
仕
方
等
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
す
る
。

ウ
　
検
察
官
は
、
停
止
表
示
板
を
設
置
し
て
い
な
い
点
を
追
突

事
故
の
予
見
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
主
張
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
、
夜
間
停
車
時
の
他
の
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⑶
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の
主
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に
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の
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は
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イ
　
検
察
官
は
、
駐
車
禁
止
場
所
に
通
常
駐
車
車
両
が
い
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
て
自
動
車
が
走
行
し
て
い
る
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド

ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る
だ
け
で
は
駐
車
車
両
の
存
在
を
認
識
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
駐

車
禁
止
区
間
で
あ
っ
て
も
停
車
車
両
が
適
法
に
存
在
す
る
可
能

性
」
が
あ
り
得
る
か
ら
、「
本
件
道
路
が
駐
車
禁
止
区
間
で
あ
る

こ
と
は
、
他
の
車
両
等
の
走
行
あ
る
い
は
前
方
注
視
の
仕
方
等
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
す
る
。

ウ
　
検
察
官
は
、
停
止
表
示
板
を
設
置
し
て
い
な
い
点
を
追
突

事
故
の
予
見
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
主
張
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
、
夜
間
停
車
時
の
他
の

）
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一
九

本
判
決
は
、
ど
の
よ
う
な
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
場
合
に
い
か
な

る
結
果
回
避
措
置
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
裁
判
官
が
意
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
、
過
失
犯
の
成
否
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
予
見
可
能
性
と

結
果
回
避
措
置
を
セ
ッ
ト
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
了
解
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
判
決
の
当
該
段
落

の
表
題
と
し
て
「
予
見
可
能
性
（
な
い
し
予
見
義
務
）
に
つ
い
て

検
討
す
る
」
と
い
う
掲
げ
方
を
し
て
い
る
の
は
一
方
を
欠
い
て
お

り
、
齟
齬
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

⑵

　本
判
決
の
論
理
矛
盾

右
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー

を
駐
車
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
後
方
車
両
か
ら
追
突
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
る
と
、
予
見
可
能
性
の
存
在
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
被
告
人
自
身
が
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
て
か
ら

仮
眠
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
本
人
が
追
突
を
予
見
し
て
、
回
避
措

置
を
と
っ
た
と
捉
え
る
の
が
素
直
な
理
解
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
当
該
段
落
の
結
論
部
分
で
、「
被
告
人
車
両
を
駐

車
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
後
方
か
ら
車
両
が
追
突
す
る
こ
と
を

予
見
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

か
ら
、
被
告

人
に
そ
の
予
見
可
能
性
を
前
提
と
し
た
注
意
義
務
違
反
、
す
な
わ

（
な
い
し
予
見
義
務
）
が
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
、
と
い
う
手
法

を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
色
が
あ
る
。

な
お
、
本
事
案
で
は
、「
駐
車
」
行
為
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
道
路
交
通
法
の
定
義
を
見
て
お
こ
う
。
道
交
法
二
条
一
項

一
八
号
は
、「
駐
車
」
に
つ
い
て
二
つ
の
態
様
を
あ
げ
て
お
り
、

前
段
は
継
続
的
停
止
、
後
段
は
運
転
者
の
離
脱
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
前
段
は
、「
車
両
等
が
客
待
ち
、
荷
待
ち
、
貨
物
の
積
卸
し
、

故
障
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
継
続
的
に
停
止
す
る
こ
と
」
を
規
定

し
て
い
る
。
車
内
で
の
休
憩
は
「
そ
の
他
の
理
由
」
に
あ
た
る
と

解
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。

そ
の
上
で
、
①
本
件
事
故
当
時
、
被
告
人
が
駐
車
し
た
地
点
付

近
は
暗
く
、
②
被
告
人
車
両
は
目
立
つ
あ
る
い
は
光
を
反
射
し
や

す
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
③
最
高
速
度
が
時
速
五
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
何
ら
の
措
置
を

講
じ
ず
に
同
所
に
被
告
人
車
両
を
駐
車
す
れ
ば
、
後
方
か
ら
進
行

し
て
く
る
車
両
（
以
下
、「
後
方
車
両
」
と
い
う
。）
運
転
者
に
よ

る
発
見
が
遅
れ
て
追
突
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
被
告
人
に
は
、
駐
車
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
方
車

両
が
追
突
す
る
と
い
う
予
見
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
判
決
文
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

）
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二
〇

一
方
、
予
見
可
能
性
と
い
う
要
素
は
、
過
失
犯
の
み
の
要
件
で

は
な
い
。
故
意
犯
に
お
い
て
も
規
範
問
題
を
引
き
出
す
契
機
と
な

る
。
他
人
の
胸
腹
部
を
鋭
利
な
刃
物
で
突
き
刺
せ
ば
死
亡
さ
せ
る

と
、
予
見
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
法
益

侵
害
を
す
る
こ
と
は
人
間
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
認
識
し
な
が
ら
、

あ
え
て
そ
の
よ
う
な
行
為
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
殺
人
罪
と
し
て
重

い
刑
責
に
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
、
過
失
犯
を
構
成
す
る
予
見
可
能
性
と
結
果
回

避
措
置
の
関
係
で
あ
る
が
（
後
述
の
よ
う
に
、
最
も
重
要
な
課

題
）、
予
見
可
能
性
は
、
あ
る
程
度
抽
象
的
な
も
の
、
回
避
措
置

を
思
い
付
く
程
度
の
も
の
で
足
り
る
（
５
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
運
転

中
に
雨
が
降
り
出
し
た
例
で
い
え
ば
、
降
雨
に
よ
っ
て
事
故
の
確

率
が
高
ま
っ
た
か
ら
、
運
転
動
作
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
り
、
実
際
の
事
故
が
、
正
面
衝
突
な
の
か
追
突
な
の
か
、
一

丁
目
で
起
き
る
か
二
丁
目
で
起
き
る
か
、
は
た
ま
た
、
そ
の
対
象

が
人
な
の
か
自
動
車
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
、
判
例
（
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
）
で

考
え
て
み
よ
う
。
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、
ミ
ル
ク

の
中
に
工
業
用
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
混
ぜ
て
製
品
化
す
る
と
す
れ

ば
、
化
学
薬
品
を
混
ぜ
る
に
伴
っ
て
不
純
物
の
混
入
す
る
危
険
が

ち
過
失
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」（
傍
点
は
筆
者
）
と
論
じ

て
い
る
の
は
、
少
な
く
と
も
舌
足
ら
ず
な
表
現
、
端
的
に
言
う
と
、

論
理
矛
盾
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
判
決
の
こ
の
よ
う
な
難
点
は
ど
こ
か
ら
生
ず
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

⑶

　矛
盾
惹
起
の
要
因

本
判
決
が
論
理
矛
盾
を
惹
き
起
こ
し
た
要
因
を
探
っ
て
み
る
と
、

過
失
犯
を
予
見
可
能
性
と
い
う
要
素
の
み
の
問
題
と
し
て
捉
え
る

傾
向
に
流
さ
れ
て
い
る
た
め
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

過
失
犯
の
成
立
要
件
は
、
判
例
が
夙
に
示
す
よ
う
に
、
予
見
可

能
性
と
結
果
回
避
措
置
の
組
み
合
わ
せ
（
４
）
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
運
転
を
し
て
い
る
と
き
、
急
に
雨
が

激
し
く
降
っ
て
き
た
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
他
車
が
見
え
に
く
く

な
っ
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
が
利
き
に
く
く
な
り
、
事
故
発
生
の
可
能

性
が
高
ま
る
と
予
見
で
き
る
か
ら
、
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
、

減
速
し
た
り
、
点
灯
し
た
り
、
あ
ま
り
雨
が
激
し
い
と
き
は
路
肩

に
自
動
車
を
止
め
る
な
ど
の
回
避
措
置
を
と
る
必
要
が
で
て
く
る

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
適
切
な
運
転
態
度
を
と
ら
な
か
っ
た
た

め
に
事
故
を
発
生
さ
せ
れ
ば
、
過
失
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

）
五
四
七
（



日
本
法
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　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

二
〇

一
方
、
予
見
可
能
性
と
い
う
要
素
は
、
過
失
犯
の
み
の
要
件
で

は
な
い
。
故
意
犯
に
お
い
て
も
規
範
問
題
を
引
き
出
す
契
機
と
な

る
。
他
人
の
胸
腹
部
を
鋭
利
な
刃
物
で
突
き
刺
せ
ば
死
亡
さ
せ
る

と
、
予
見
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
法
益

侵
害
を
す
る
こ
と
は
人
間
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
認
識
し
な
が
ら
、

あ
え
て
そ
の
よ
う
な
行
為
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
殺
人
罪
と
し
て
重

い
刑
責
に
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
、
過
失
犯
を
構
成
す
る
予
見
可
能
性
と
結
果
回

避
措
置
の
関
係
で
あ
る
が
（
後
述
の
よ
う
に
、
最
も
重
要
な
課

題
）、
予
見
可
能
性
は
、
あ
る
程
度
抽
象
的
な
も
の
、
回
避
措
置

を
思
い
付
く
程
度
の
も
の
で
足
り
る
（
５
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
運
転

中
に
雨
が
降
り
出
し
た
例
で
い
え
ば
、
降
雨
に
よ
っ
て
事
故
の
確

率
が
高
ま
っ
た
か
ら
、
運
転
動
作
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
り
、
実
際
の
事
故
が
、
正
面
衝
突
な
の
か
追
突
な
の
か
、
一

丁
目
で
起
き
る
か
二
丁
目
で
起
き
る
か
、
は
た
ま
た
、
そ
の
対
象

が
人
な
の
か
自
動
車
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
、
判
例
（
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
）
で

考
え
て
み
よ
う
。
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、
ミ
ル
ク

の
中
に
工
業
用
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
混
ぜ
て
製
品
化
す
る
と
す
れ

ば
、
化
学
薬
品
を
混
ぜ
る
に
伴
っ
て
不
純
物
の
混
入
す
る
危
険
が

ち
過
失
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」（
傍
点
は
筆
者
）
と
論
じ

て
い
る
の
は
、
少
な
く
と
も
舌
足
ら
ず
な
表
現
、
端
的
に
言
う
と
、

論
理
矛
盾
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
判
決
の
こ
の
よ
う
な
難
点
は
ど
こ
か
ら
生
ず
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

⑶

　矛
盾
惹
起
の
要
因

本
判
決
が
論
理
矛
盾
を
惹
き
起
こ
し
た
要
因
を
探
っ
て
み
る
と
、

過
失
犯
を
予
見
可
能
性
と
い
う
要
素
の
み
の
問
題
と
し
て
捉
え
る

傾
向
に
流
さ
れ
て
い
る
た
め
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

過
失
犯
の
成
立
要
件
は
、
判
例
が
夙
に
示
す
よ
う
に
、
予
見
可

能
性
と
結
果
回
避
措
置
の
組
み
合
わ
せ
（
４
）
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
運
転
を
し
て
い
る
と
き
、
急
に
雨
が

激
し
く
降
っ
て
き
た
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
他
車
が
見
え
に
く
く

な
っ
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
が
利
き
に
く
く
な
り
、
事
故
発
生
の
可
能

性
が
高
ま
る
と
予
見
で
き
る
か
ら
、
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
、

減
速
し
た
り
、
点
灯
し
た
り
、
あ
ま
り
雨
が
激
し
い
と
き
は
路
肩

に
自
動
車
を
止
め
る
な
ど
の
回
避
措
置
を
と
る
必
要
が
で
て
く
る

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
適
切
な
運
転
態
度
を
と
ら
な
か
っ
た
た

め
に
事
故
を
発
生
さ
せ
れ
ば
、
過
失
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

）
五
四
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

二
一

も
そ
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
後
方
か
ら
視
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
結
果
回
避
措
置
を
と
っ
て
い
る
と
、
確
認
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
判
決
は
、
そ
の
筋
道
に
沿
っ
て
、
被

告
人
は
結
果
回
避
措
置
を
十
分
に
と
っ
て
い
た
か
ら
過
失
責
任
は

問
わ
れ
な
い
、
と
の
論
理
展
開
を
し
て
、
結
論
に
至
れ
ば
よ
か
っ

た
の
で
あ
る
、
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
後
方
車
両
が
追
突
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
後
方
車

両
の
運
転
者
が
、
少
な
く
と
も
交
差
点
付
近
か
ら
進
行
方
向
を
全

く
注
視
し
て
い
な
い
よ
う
な
運
転
態
度
を
と
る
よ
う
な
こ
と
ま
で

被
告
人
が
予
見
す
る
必
要
は
な
い
、
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
私
は
、
本
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
す
る
も
の
の
論
理
構

成
に
疑
問
を
抱
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
批
判
を
述
べ
て
き
た
。
次
に
、

私
な
り
に
論
理
の
筋
道
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

二

　本
事
案
の
争
点

私
は
、
本
事
案
の
争
点
と
し
て
、
①
因
果
関
係
、
②
結
果
回
避

措
置
、
③
信
頼
の
原
則
を
取
り
あ
げ
、
か
つ
、
こ
の
順
序
で
検
討

を
加
え
る
。

⑴

　因
果
関
係

ま
ず
、
道
路
上
に
駐
停
車
し
て
い
る
自
動
車
に
追
突
（
７
）
が
な
さ
れ

予
見
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
製
品
と
し
て
出
荷
す
る
前
に
は
い

く
つ
か
の
段
階
で
危
険
性
を
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

第
一
に
は
、
納
入
さ
れ
た
薬
品
が
本
当
に
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
で
あ

る
か
、
第
二
に
は
、
製
造
さ
れ
た
段
階
で
不
純
物
が
入
っ
て
い
な

い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。
森
永
乳
業
徳
島
工
場
で
は
、
こ
れ
ら

の
基
本
的
点
検
作
業
を
怠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
予
見
可
能
性
は
、
実
際
に
あ
っ
た
具
体
的
な
因
果
関
係

（
松
野
製
剤
と
呼
ば
れ
た
、
ア
ル
ミ
製
造
過
程
で
生
産
さ
れ
た
産

業
廃
棄
物
が
納
入
さ
れ
、
そ
の
中
に
砒
素
な
ど
が
あ
っ
た
）
を
見

通
す
こ
と
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
（
６
）
。
す
な
わ
ち
、
何
事
か

は
特
定
で
き
な
い
が
、
あ
る
種
の
危
険
が
絶
無
で
あ
る
と
し
て
無

視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
程
度
の
危
惧
感
で
あ
れ
ば
、

足
り
る
の
で
あ
る
。

⑷

　評
価

本
判
決
が
、
実
際
上
、
過
失
犯
の
要
素
と
し
て
回
避
措
置
が
大

事
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
は
忖
度
し
て
あ
げ
な
い
と
、
不

公
平
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
判
決
が
、
何
ら
の
措
置

を
構
じ
ず
に
同
所
に
被
告
人
車
両
を
駐
車
す
れ
ば
、
後
方
車
両
運

転
者
に
よ
る
発
見
が
遅
れ
て
追
突
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
が
、
被

告
人
は
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
少
な
く
と

）
五
四
七
（



日
本
法
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　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

二
二

の
よ
う
な
危
険
な
例
が
相
当
に
（
俗
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
五
万

と
）
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
結
果
が
発
生
し
て
初
め
て
前
提
と
な
る
行
為
の
責
任

が
問
わ
れ
る
場
合
は
、
因
果
関
係
の
あ
り
な
し
か
ら
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
潜
在
し
て
い
た
危
険
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
当
て
る
の
が
因
果
関
係
と
い
う
論
点
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
判
例
上
争
わ
れ
た
追
突
二
例
を
取
り
あ
げ
て
み
よ

う
。
い
道
路
上
で
停
車
中
の
普
通
乗
用
自
動
車
後
部
の
ト
ラ
ン
ク

内
に
被
害
者
を
監
禁
し
た
行
為
と
、
追
突
さ
れ
て
ト
ラ
ン
ク
内
の

被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
因
果
関
係
が
問
わ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

ろ
高
速
道
路
上
に
自
車
及
び
他
人
の
自
動
車
を
停
止
さ
せ
た
行
為

と
、
自
車
が
走
り
去
っ
た
後
に
、
他
人
の
自
動
車
に
後
続
車
が
追

突
し
て
、
後
続
車
の
五
人
が
死
傷
し
た
場
合
の
因
果
関
係
が
問
わ

れ
た
場
合
で
あ
る
。
以
下
、
順
次
、
検
討
す
る
。

い
例
　
Ａ
は
、
二
名
と
共
謀
の
上
、
平
成
一
六
年
三
月
六
日
午

前
三
時
四
〇
分
頃
、
普
通
乗
用
自
動
車
後
部
の
ト
ラ
ン
ク
内
に
被

害
者
を
押
し
込
み
、
ト
ラ
ン
ク
カ
バ
ー
を
閉
め
て
脱
出
不
能
に
し

同
車
を
発
進
走
行
さ
せ
た
後
、
呼
び
出
し
た
知
人
ら
と
合
流
す
る

た
め
、
車
道
の
幅
員
が
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル
の
片
側
一
車
線
の
ほ

ぼ
直
線
の
見
通
し
の
よ
い
道
路
上
で
停
車
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
数

て
人
身
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
駐
停
車
し
て
い
た
運
転
者
の
刑

事
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
段
取
り
と
し
て
は
、
因
果
関
係
の
問
題

を
検
討
す
べ
き
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
身
事
故

の
直
接
的
な
原
因
は
、
後
方
車
両
運
転
者
の
追
突
行
為
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
因
果
関
係
の
課
題
と
、
ど
の
よ
う
な
故
意
行
為
・
過

失
行
為
に
な
る
か
の
問
題
は
、
と
も
に
構
成
要
件
該
当
性
の
要
素

な
の
だ
か
ら
、
因
果
関
係
を
先
に
論
ず
る
必
然
性
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
疑
問
に
答
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

因
果
関
係
が
論
点
と
な
っ
た
浜
口
雄
幸
狙
撃
事
件
（
東
京
控
判

昭
八
・
二
・
二
八
法
律
新
聞
三
五
四
五
・
五
）
や
自
動
車
屋
根
か

ら
引
き
降
ろ
し
事
件
（
最
決
昭
四
二
・
一
〇
・
二
四
刑
集

二
一
・
八
・
一
一
一
六
）
で
は
、
最
終
的
な
結
果
発
生
よ
り
前
に
、

一
定
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
（
殺
害
を
惹
き
起
こ
す
危
険

な
行
為
、
自
動
車
を
人
に
衝
突
さ
せ
傷
害
を
負
わ
せ
る
行
為
）
が

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
加
え
て
重
い
結
果
ま
で
責
任
を
負

う
の
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
件
で
は
、
死

亡
と
い
う
結
果
が
起
き
な
け
れ
ば
過
失
犯
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
て
仮
眠
し
た
だ
け
で
は
過
失

犯
罪
に
問
わ
れ
る
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
、
そ

）
五
四
七
（
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〇
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二
二

の
よ
う
な
危
険
な
例
が
相
当
に
（
俗
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
五
万

と
）
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
結
果
が
発
生
し
て
初
め
て
前
提
と
な
る
行
為
の
責
任

が
問
わ
れ
る
場
合
は
、
因
果
関
係
の
あ
り
な
し
か
ら
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
潜
在
し
て
い
た
危
険
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
当
て
る
の
が
因
果
関
係
と
い
う
論
点
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
判
例
上
争
わ
れ
た
追
突
二
例
を
取
り
あ
げ
て
み
よ

う
。
い
道
路
上
で
停
車
中
の
普
通
乗
用
自
動
車
後
部
の
ト
ラ
ン
ク

内
に
被
害
者
を
監
禁
し
た
行
為
と
、
追
突
さ
れ
て
ト
ラ
ン
ク
内
の

被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
因
果
関
係
が
問
わ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

ろ
高
速
道
路
上
に
自
車
及
び
他
人
の
自
動
車
を
停
止
さ
せ
た
行
為

と
、
自
車
が
走
り
去
っ
た
後
に
、
他
人
の
自
動
車
に
後
続
車
が
追

突
し
て
、
後
続
車
の
五
人
が
死
傷
し
た
場
合
の
因
果
関
係
が
問
わ

れ
た
場
合
で
あ
る
。
以
下
、
順
次
、
検
討
す
る
。

い
例
　
Ａ
は
、
二
名
と
共
謀
の
上
、
平
成
一
六
年
三
月
六
日
午

前
三
時
四
〇
分
頃
、
普
通
乗
用
自
動
車
後
部
の
ト
ラ
ン
ク
内
に
被

害
者
を
押
し
込
み
、
ト
ラ
ン
ク
カ
バ
ー
を
閉
め
て
脱
出
不
能
に
し

同
車
を
発
進
走
行
さ
せ
た
後
、
呼
び
出
し
た
知
人
ら
と
合
流
す
る

た
め
、
車
道
の
幅
員
が
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル
の
片
側
一
車
線
の
ほ

ぼ
直
線
の
見
通
し
の
よ
い
道
路
上
で
停
車
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
数

て
人
身
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
駐
停
車
し
て
い
た
運
転
者
の
刑

事
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
段
取
り
と
し
て
は
、
因
果
関
係
の
問
題

を
検
討
す
べ
き
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
身
事
故

の
直
接
的
な
原
因
は
、
後
方
車
両
運
転
者
の
追
突
行
為
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
因
果
関
係
の
課
題
と
、
ど
の
よ
う
な
故
意
行
為
・
過

失
行
為
に
な
る
か
の
問
題
は
、
と
も
に
構
成
要
件
該
当
性
の
要
素

な
の
だ
か
ら
、
因
果
関
係
を
先
に
論
ず
る
必
然
性
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
疑
問
に
答
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

因
果
関
係
が
論
点
と
な
っ
た
浜
口
雄
幸
狙
撃
事
件
（
東
京
控
判

昭
八
・
二
・
二
八
法
律
新
聞
三
五
四
五
・
五
）
や
自
動
車
屋
根
か

ら
引
き
降
ろ
し
事
件
（
最
決
昭
四
二
・
一
〇
・
二
四
刑
集

二
一
・
八
・
一
一
一
六
）
で
は
、
最
終
的
な
結
果
発
生
よ
り
前
に
、

一
定
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
（
殺
害
を
惹
き
起
こ
す
危
険

な
行
為
、
自
動
車
を
人
に
衝
突
さ
せ
傷
害
を
負
わ
せ
る
行
為
）
が

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
加
え
て
重
い
結
果
ま
で
責
任
を
負

う
の
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
件
で
は
、
死

亡
と
い
う
結
果
が
起
き
な
け
れ
ば
過
失
犯
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
て
仮
眠
し
た
だ
け
で
は
過
失

犯
罪
に
問
わ
れ
る
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
、
そ

）
五
四
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

二
三

れ
ば
、
後
ろ
か
ら
追
突
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。
特
に
夜
間
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
昼
間
よ
り
危
険
性
は
高
ま
る
。
②
日
本
国
産
の
自

動
車
は
一
般
に
堅
牢
に
で
き
て
い
な
い
か
ら
、
追
突
さ
れ
た
り
す

れ
ば
、
ト
ラ
ン
ク
な
ど
は
つ
ぶ
れ
、
人
が
中
に
入
っ
て
い
た
ら
死

ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
右
の
①
・
②
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
ト
ラ

ン
ク
の
中
に
人
を
監
禁
し
て
片
側
一
車
線
の
路
上
に
夜
間
停
止
し

た
場
合
、
第
三
者
の
過
失
行
為
に
よ
っ
て
追
突
を
受
け
、
中
の
人

が
死
亡
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
Ａ
の
行
為
と
被
害
者
の
死
亡
と
の
間
に
は
相
当
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
Ａ
の
故
意
は
監
禁
で
あ
る
か
ら
、

監
禁
罪
の
結
果
的
加
重
犯
と
し
て
監
禁
致
死
罪
が
認
め
ら
れ
る
。

最
高
裁
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
因
果
関
係
を
認
め
て
い
る

（
最
決
平
一
八
・
三
・
二
七
刑
集
六
〇
・
三
・
三
八
二
）。

ろ
例
　
Ｃ
は
、
知
人
女
性
を
助
手
席
に
乗
せ
、
普
通
乗
用
自
動

車
を
運
転
し
て
い
た
が
、
同
方
向
に
進
行
し
て
い
た
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
の
Ｄ
の
運
転
態
度
に
立
腹
し
、
Ｄ
車
を
停
止
さ
せ
て
文
句
を

言
い
、
自
分
や
同
乗
女
性
に
謝
罪
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
平
成
一
四

年
一
月
一
二
日
午
前
六
時
少
し
前
、
高
速
道
路
の
第
三
通
行
帯
に

自
車
を
停
止
さ
せ
、
後
方
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｄ
車
を

停
止
さ
せ
た
。
Ｃ
は
Ｄ
を
運
転
席
か
ら
路
上
に
引
き
ず
り
降
ろ
し
、

分
後
の
午
前
三
時
五
〇
分
頃
、
Ｂ
は
前
方
不
注
意
の
た
め
に
、
Ａ

の
車
に
至
近
距
離
に
至
る
ま
で
気
付
か
ず
、
ほ
ぼ
真
後
ろ
か
ら
時

速
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
そ
の
後
部
に
追
突
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
ト
ラ
ン
ク
内
に
押
し
込
ま
れ
て
い
た
被
害
者
は
、
第
二
・

第
三
頸
髄
挫
傷
の
傷
害
を
負
っ
て
、
間
も
な
く
同
傷
害
に
よ
り
死

亡
し
た
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
被
害
者
の
死
亡
原
因
が
直
接
的
に
は
追

突
事
故
を
起
こ
し
た
第
三
者
Ｂ
の
甚
だ
し
い
過
失
行
為
に
あ
る
以

上
、
ト
ラ
ン
ク
内
に
被
害
者
を
監
禁
し
た
Ａ
の
監
禁
行
為
と
被
害

者
の
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い

う
点
で
あ
る
（
８
）
。

折
衷
的
相
当
因
果
関
係
説
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み

よ
う
。
折
衷
説
は
、
ま
ず
、
一
般
人
が
認
識
し
え
た
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
将
来
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
か
を
予
見
し
、
さ
ら

に
、
行
為
者
が
た
ま
た
ま
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
も
と
に
将
来
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
か
を
予
見
す
る
の
で

あ
る
。

さ
て
、
折
衷
説
に
よ
る
と
、
第
一
基
準
は
、
行
為
の
時
点
で
一

般
人
が
認
識
し
え
た
こ
と
を
基
に
し
て
将
来
ど
う
な
る
か
を
予
測

す
る
わ
け
で
あ
る
。
①
自
動
車
を
片
側
一
車
線
の
路
上
に
停
車
す

）
五
四
三
（
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　第
八
十
七
巻
第
三
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（
二
〇
二
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年
十
二
月
）

二
四

た
一
連
の
暴
行
等
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。」

そ
の
上
で
、
被
告
人
の
過
失
行
為
と
被
害
者
ら
の
死
傷
と
の
間
に

は
因
果
関
係
が
あ
る
と
し
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
成
立
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
最
決
平
一
六
・
一
〇
・
一
九
刑
集

五
八
・
七
・
六
四
五
）。

判
例
が
被
告
人
の
過
失
行
為
と
い
う
の
は
、
夜
明
け
前
の
暗
い

高
速
道
路
の
第
三
通
行
帯
上
に
Ｃ
と
Ｄ
の
自
動
車
を
停
止
さ
せ
た

行
為
の
こ
と
で
あ
る
。
折
衷
説
の
第
一
基
準
に
よ
れ
ば
、
行
為
の

時
点
で
一
般
人
が
認
識
し
え
た
こ
と
を
前
提
に
将
来
を
予
測
す
る

わ
け
で
あ
る
。
①
夜
明
け
前
の
暗
い
高
速
道
路
上
で
あ
る
こ
と
、

②
第
三
通
行
帯
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
追
い
越
し
車
線
で
あ
る

こ
と
、
③
普
通
乗
用
自
動
車
の
後
ろ
に
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
を
停
止

さ
せ
た
と
な
る
と
、
い
つ
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
に
追
突
が
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
「
重
大
な
危
険
性
」
を
Ｃ
は
招
来
し
た
も
の

と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
本
件
に
戻
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
被
告
人
が
、
午
後

一
一
時
四
分
頃
、
交
差
点
か
ら
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
第
一
車
両

通
行
帯
に
ト
レ
ー
ラ
ー
を
駐
車
さ
せ
た
行
為
と
、
翌
日
午
前
三
時

四
九
分
頃
、
被
害
者
運
転
の
普
通
乗
用
自
動
車
が
ト
レ
ー
ラ
ー
に

追
突
し
た
こ
と
と
の
間
に
因
果
関
係
は
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

Ｄ
の
腰
部
等
を
足
げ
り
す
る
な
ど
し
た
の
で
、
Ｄ
は
Ｃ
の
顔
面
に

頭
突
き
を
す
る
な
ど
の
反
撃
を
加
え
た
。
そ
の
後
、
現
場
で
他
の

二
台
の
車
の
追
突
な
ど
が
発
生
し
、
Ｃ
は
午
前
六
時
一
七
・
一
八

分
頃
、
本
件
現
場
か
ら
走
り
去
っ
た
が
、
Ｄ
は
、
自
ら
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
こ
と
を
失
念
し
周
囲
を
捜

す
な
ど
し
て
、
Ｃ
が
走
り
去
っ
て
か
ら
も
七
・
八
分
後
ま
で
、
本

件
現
場
に
Ｄ
車
を
停
止
さ
せ
続
け
た
。
午
前
六
時
二
五
分
頃
、
Ｄ

車
の
後
部
に
五
名
の
乗
っ
た
普
通
乗
用
自
動
車
が
追
突
し
、
う
ち

四
名
が
死
亡
し
、
一
名
が
重
傷
を
負
っ
た
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
Ｃ
の
一
連
の
行
為
と
最
後
の
追
突
に
よ

る
被
害
者
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
判
例
の
結
論
を
先
に
示
す
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。「
Ｄ
に
文
句
を
言
い
謝
罪
さ
せ
る
た
め
、
夜

明
け
前
の
暗
い
高
速
道
路
の
第
三
通
行
帯
上
に
自
車
及
び
Ｄ
車
を

停
止
さ
せ
た
と
い
う
被
告
人
の
本
件
過
失
行
為
は
、
そ
れ
自
体
に

お
い
て
後
続
車
の
追
突
等
に
よ
る
人
身
事
故
に
つ
な
が
る
重
大
な

危
険
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
本
件
事
故

は
、
被
告
人
の
上
記
過
失
行
為
の
後
、
…
（
略
）
…
少
な
か
ら
ぬ

他
人
の
行
動
等
が
介
在
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
被
告
人
の
上
記
過
失
行
為
及
び
こ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
さ
れ

）
五
四
四
（
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二
四

た
一
連
の
暴
行
等
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。」

そ
の
上
で
、
被
告
人
の
過
失
行
為
と
被
害
者
ら
の
死
傷
と
の
間
に

は
因
果
関
係
が
あ
る
と
し
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
成
立
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
最
決
平
一
六
・
一
〇
・
一
九
刑
集

五
八
・
七
・
六
四
五
）。

判
例
が
被
告
人
の
過
失
行
為
と
い
う
の
は
、
夜
明
け
前
の
暗
い

高
速
道
路
の
第
三
通
行
帯
上
に
Ｃ
と
Ｄ
の
自
動
車
を
停
止
さ
せ
た

行
為
の
こ
と
で
あ
る
。
折
衷
説
の
第
一
基
準
に
よ
れ
ば
、
行
為
の

時
点
で
一
般
人
が
認
識
し
え
た
こ
と
を
前
提
に
将
来
を
予
測
す
る

わ
け
で
あ
る
。
①
夜
明
け
前
の
暗
い
高
速
道
路
上
で
あ
る
こ
と
、

②
第
三
通
行
帯
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
追
い
越
し
車
線
で
あ
る

こ
と
、
③
普
通
乗
用
自
動
車
の
後
ろ
に
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
を
停
止

さ
せ
た
と
な
る
と
、
い
つ
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
に
追
突
が
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
「
重
大
な
危
険
性
」
を
Ｃ
は
招
来
し
た
も
の

と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
本
件
に
戻
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
被
告
人
が
、
午
後

一
一
時
四
分
頃
、
交
差
点
か
ら
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
第
一
車
両

通
行
帯
に
ト
レ
ー
ラ
ー
を
駐
車
さ
せ
た
行
為
と
、
翌
日
午
前
三
時

四
九
分
頃
、
被
害
者
運
転
の
普
通
乗
用
自
動
車
が
ト
レ
ー
ラ
ー
に

追
突
し
た
こ
と
と
の
間
に
因
果
関
係
は
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

Ｄ
の
腰
部
等
を
足
げ
り
す
る
な
ど
し
た
の
で
、
Ｄ
は
Ｃ
の
顔
面
に

頭
突
き
を
す
る
な
ど
の
反
撃
を
加
え
た
。
そ
の
後
、
現
場
で
他
の

二
台
の
車
の
追
突
な
ど
が
発
生
し
、
Ｃ
は
午
前
六
時
一
七
・
一
八

分
頃
、
本
件
現
場
か
ら
走
り
去
っ
た
が
、
Ｄ
は
、
自
ら
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
こ
と
を
失
念
し
周
囲
を
捜

す
な
ど
し
て
、
Ｃ
が
走
り
去
っ
て
か
ら
も
七
・
八
分
後
ま
で
、
本

件
現
場
に
Ｄ
車
を
停
止
さ
せ
続
け
た
。
午
前
六
時
二
五
分
頃
、
Ｄ

車
の
後
部
に
五
名
の
乗
っ
た
普
通
乗
用
自
動
車
が
追
突
し
、
う
ち

四
名
が
死
亡
し
、
一
名
が
重
傷
を
負
っ
た
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
Ｃ
の
一
連
の
行
為
と
最
後
の
追
突
に
よ

る
被
害
者
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
判
例
の
結
論
を
先
に
示
す
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。「
Ｄ
に
文
句
を
言
い
謝
罪
さ
せ
る
た
め
、
夜

明
け
前
の
暗
い
高
速
道
路
の
第
三
通
行
帯
上
に
自
車
及
び
Ｄ
車
を

停
止
さ
せ
た
と
い
う
被
告
人
の
本
件
過
失
行
為
は
、
そ
れ
自
体
に

お
い
て
後
続
車
の
追
突
等
に
よ
る
人
身
事
故
に
つ
な
が
る
重
大
な

危
険
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
本
件
事
故

は
、
被
告
人
の
上
記
過
失
行
為
の
後
、
…
（
略
）
…
少
な
か
ら
ぬ

他
人
の
行
動
等
が
介
在
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
被
告
人
の
上
記
過
失
行
為
及
び
こ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
さ
れ

）
五
四
四
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

二
五

と
い
え
る
。
被
告
人
と
し
て
は
、
自
分
が
仮
眠
し
て
い
る
間
に
い

つ
追
突
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
危
惧
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
予
防
措
置
と
し
て
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
検
察
官
は
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
で
は
足
り
ず
、
加
え
て

停
止
表
示
板
を
設
置
し
て
い
な
い
点
を
捉
え
、
回
避
措
置
と
し
て

十
分
で
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
本
判

決
も
述
べ
る
よ
う
に
、
法
律
上
、
具
体
的
に
は
道
路
交
通
法
施
行

令
に
よ
っ
て
、
夜
間
停
車
時
の
他
の
車
両
へ
の
注
意
喚
起
と
し
て

は
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
か
停
止
表
示
板
の
い
ず
れ
か
一
方
で
足
り

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
９
）
の
で
あ
る
か
ら
、
検
察
官
の
主
張
は
認
め

ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
判
決
が
述
べ
る
よ
う
に
、
停
止
表
示
板
は
、
後
方
車

両
の
前
照
灯
の
照
射
範
囲
で
あ
る
四
〇
メ
ー
ト
ル
（
ロ
ー
ビ
ー
ム

時
）
な
い
し
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
ハ
イ
ビ
ー
ム
時
）
の
範
囲
内
に

入
ら
な
け
れ
ば
、
反
射
に
よ
っ
て
駐
停
車
車
両
の
存
在
を
知
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
に
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン

プ
の
点
滅
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
後
方
か
ら
視
認
で
き
る
場
合

に
比
べ
て
、
追
突
回
避
に
「
有
意
な
差
異
」
は
生
じ
な
い
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
も
検
察
官
の
主
張
は
説
得
力
に
乏
し
い
と

か
。
本
件
事
故
当
時
、
被
告
人
の
駐
車
地
点
は
暗
く
、
被
告
人
車

両
が
目
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
最
高
速
度
が
時
速
五
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
方
車

両
運
転
者
に
よ
る
発
見
が
遅
れ
た
り
す
る
と
、
追
突
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
る
と
一
般
人
は
予
測
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
被
告

人
が
仮
眠
前
に
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
た
こ
と
は
、
一
般

人
の
予
測
の
範
囲
内
の
回
避
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
折
衷
的
相
当
因
果
関
係
説
に
よ
れ
ば
、
本
件
行
為
と
結

果
と
の
間
に
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
因
果
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
こ
そ
、
次
に
被
告
人
に

過
失
行
為
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
判

決
が
ど
の
論
点
で
も
無
罪
に
な
れ
ば
よ
い
か
の
ご
と
き
判
断
方
法

を
と
っ
て
い
る
の
は
、
論
理
と
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
。

⑵

　結
果
回
避
措
置

つ
ぎ
に
、
本
事
案
の
中
心
論
点
は
、
被
告
人
が
車
内
で
仮
眠
す

る
目
的
で
駐
車
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ト
レ
ー
ラ
ー
の
ハ
ザ
ー
ド
ラ

ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
行
為
が
、
結
果
回
避
措
置
と
し
て
足
り
る
と

い
え
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

予
見
可
能
性
と
し
て
は
、
被
告
人
が
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅

さ
せ
た
こ
と
自
体
、
追
突
な
ど
の
事
故
発
生
を
予
測
し
た
か
ら
だ

）
五
四
七
（
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二
六

感
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
に
第

二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
添
加
す
る
か
ら
事
故
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
か
ら
、

第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
添
加
そ
の
も
の
を
す
べ
き
で
な
か
っ
た
、
と

の
立
論
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
適
量
添
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
溶
解
度
が
向
上
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
そ
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
（
11
）
の
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
製
品
は
乳
児
が
飲
む
の
で
あ
る
か
ら
、

薬
剤
と
し
て
は
局
方
品
や
規
格
品
を
使
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
と

と
も
に
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
製
造
工
程
や
出
荷
前
に
適
切
に

化
学
的
検
査
を
し
、
不
合
格
の
場
合
は
出
荷
を
阻
止
す
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
件
に
関
し
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
長
距
離
を
運
転
し

て
き
た
運
転
者
が
道
路
の
端
に
駐
車
し
て
仮
眠
を
と
る
こ
と
は
、

事
故
防
止
の
た
め
に
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
続

車
両
の
追
突
な
ど
を
予
防
す
る
配
慮
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
本
件
で
は
、
①
夜
間
駐
車
す
る
場
合
の
法
令
上
の
注
意

と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
か
、
停
止
表
示
板
を

設
置
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
注
意
義
務
は
尽
く
し
て
い
る
。

②
判
決
で
は
、
相
当
明
確
に
、
駐
車
位
置
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

を
越
え
る
地
点
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
の
点
滅
を
視
認
で
き
た
は

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

結
論
と
し
て
、
被
告
人
が
後
方
車
両
に
よ
る
追
突
が
あ
り
う
る

と
予
見
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
た
行
為
は
、
予
見

に
基
づ
く
結
果
回
避
措
置
と
し
て
十
分
で
あ
り
、
過
失
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
私
見
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
が

あ
る
（
10
）
。
そ
れ
は
、
追
突
車
両
が
時
速
五
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行

し
て
い
た
と
す
る
と
、
仮
に
交
差
点
で
駐
車
車
両
を
発
見
し
て
も

三
、
四
秒
で
衝
突
し
て
し
ま
う
か
ら
事
故
は
避
け
よ
う
が
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
す
る
と
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
し
て

い
た
か
ら
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
や
は
り
当
該
場
所
に

駐
車
し
て
い
た
こ
と
自
体
が
危
険
性
を
高
め
た
と
い
う
べ
き
で
は

な
い
か
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
趣
旨
の
意
見
と
し
て
は
、

本
件
駐
車
行
為
が
ど
の
よ
う
な
危
険
を
発
生
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、

危
惧
感
説
に
立
て
ば
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
い
て
も
追
突

し
て
く
る
後
続
車
両
が
あ
り
う
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
も
呈
せ
ら
れ
た
。

私
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
よ
う
。
本
稿
で
随
所
に
触
れ
て
い
る

が
、
予
見
可
能
性
と
結
果
回
避
措
置
は
相
互
関
係
の
中
で
捉
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
予
見
可
能
性
は
合
理
的
な
危
惧

）
五
四
七
（
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二
六

感
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
に
第

二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
添
加
す
る
か
ら
事
故
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
か
ら
、

第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
添
加
そ
の
も
の
を
す
べ
き
で
な
か
っ
た
、
と

の
立
論
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
適
量
添
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
溶
解
度
が
向
上
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
そ
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
（
11
）
の
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
製
品
は
乳
児
が
飲
む
の
で
あ
る
か
ら
、

薬
剤
と
し
て
は
局
方
品
や
規
格
品
を
使
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
と

と
も
に
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
製
造
工
程
や
出
荷
前
に
適
切
に

化
学
的
検
査
を
し
、
不
合
格
の
場
合
は
出
荷
を
阻
止
す
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
件
に
関
し
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
長
距
離
を
運
転
し

て
き
た
運
転
者
が
道
路
の
端
に
駐
車
し
て
仮
眠
を
と
る
こ
と
は
、

事
故
防
止
の
た
め
に
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
続

車
両
の
追
突
な
ど
を
予
防
す
る
配
慮
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
本
件
で
は
、
①
夜
間
駐
車
す
る
場
合
の
法
令
上
の
注
意

と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
か
、
停
止
表
示
板
を

設
置
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
注
意
義
務
は
尽
く
し
て
い
る
。

②
判
決
で
は
、
相
当
明
確
に
、
駐
車
位
置
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

を
越
え
る
地
点
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
の
点
滅
を
視
認
で
き
た
は

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

結
論
と
し
て
、
被
告
人
が
後
方
車
両
に
よ
る
追
突
が
あ
り
う
る

と
予
見
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
た
行
為
は
、
予
見

に
基
づ
く
結
果
回
避
措
置
と
し
て
十
分
で
あ
り
、
過
失
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
私
見
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
が

あ
る
（
10
）
。
そ
れ
は
、
追
突
車
両
が
時
速
五
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行

し
て
い
た
と
す
る
と
、
仮
に
交
差
点
で
駐
車
車
両
を
発
見
し
て
も

三
、
四
秒
で
衝
突
し
て
し
ま
う
か
ら
事
故
は
避
け
よ
う
が
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
す
る
と
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
し
て

い
た
か
ら
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
や
は
り
当
該
場
所
に

駐
車
し
て
い
た
こ
と
自
体
が
危
険
性
を
高
め
た
と
い
う
べ
き
で
は

な
い
か
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
趣
旨
の
意
見
と
し
て
は
、

本
件
駐
車
行
為
が
ど
の
よ
う
な
危
険
を
発
生
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、

危
惧
感
説
に
立
て
ば
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
い
て
も
追
突

し
て
く
る
後
続
車
両
が
あ
り
う
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
も
呈
せ
ら
れ
た
。

私
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
よ
う
。
本
稿
で
随
所
に
触
れ
て
い
る

が
、
予
見
可
能
性
と
結
果
回
避
措
置
は
相
互
関
係
の
中
で
捉
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
予
見
可
能
性
は
合
理
的
な
危
惧

）
五
四
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

二
七

な
可
能
性
を
超
え
て
予
見
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。」
と
論
ず
る
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
わ
か
り
に
く
い
。

こ
の
点
を
指
摘
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
、
過
失
犯
に
お
け

る
信
頼
の
原
則
を
論
点
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

信
頼
の
原
則
は
、
危
険
な
作
業
（
業
務
）
に
携
わ
る
者
同
士
に

お
い
て
、
特
別
な
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ
れ

る
結
果
回
避
措
置
を
尽
く
せ
ば
足
り
、
他
者
の
不
注
意
で
危
険
が

生
ず
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
予
想
し
て
、
万
全
の
措
置
を
採
る
こ
と

ま
で
は
必
要
と
さ
れ
な
い
、
と
す
る
原
則
（
12
）
で
あ
る
。

こ
の
原
則
を
本
件
に
当
て
は
め
て
み
れ
ば
、
被
告
人
は
、
駐
車

す
る
に
あ
た
っ
て
後
方
車
両
の
運
転
者
に
対
し
て
は
ハ
ザ
ー
ド
ラ

ン
プ
を
点
滅
さ
せ
れ
ば
、
通
常
、
後
方
車
両
運
転
者
は
そ
れ
を
視

認
し
て
衝
突
を
回
避
す
る
挙
動
に
で
る
と
信
頼
し
て
よ
く
、
そ
れ

を
無
視
し
て
車
両
が
進
行
し
て
く
る
こ
と
ま
で
予
想
す
る
必
要
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
信
頼
の
原
則
の
視
点
か
ら
も
、
被
告
人
に
は
注

意
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
ず
、
無
罪
で
あ
る
。

⑷

　小
括

以
上
の
私
の
論
理
構
成
に
つ
い
て
、
あ
る
べ
き
判
決
の
骨
子
と

し
て
述
べ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ず
と
い
う
事
実
認
定
を
し
て
い
る
。
③
一
方
、
被
害
者
は
何
ら
の

回
避
行
動
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
無
謀
な
運
転
ま
で
配

慮
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人

は
合
理
的
な
危
惧
感
に
基
づ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
の
点
滅
と

い
う
通
常
の
方
法
に
よ
る
回
避
措
置
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
後
方
車
両
の
追
突
結
果
に
つ
い
て
ま
で
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。

⑶

　信
頼
の
原
則

本
判
決
は
、
後
方
車
両
の
運
転
者
は
、
被
告
人
車
両
を
認
識
し

て
、
減
速
や
車
線
変
更
に
よ
り
追
突
を
回
避
す
る
こ
と
が
極
め
て

容
易
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
衝
突
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
と
、

原
因
を
追
及
す
る
作
業
を
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
被
告
人
車
両

を
発
見
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
後
方
車
両
の
運
転
者

は
、
少
な
く
と
も
「
交
差
点
付
近
か
ら
進
行
方
向
を
全
く
注
視
し

て
い
な
い
も
の
」
と
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
判
決
が
具
体
的
根
拠
を
示
さ
ず
に
こ
の
よ
う
に
断
ず

る
の
は
奇
異
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
解
を
披
露
す
る
な
ら
、
た

と
え
ば
被
害
者
車
両
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
記
録
な
ど
を
基

に
述
べ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
前

述
の
判
決
文
に
続
い
て
、「
こ
の
よ
う
な
著
し
い
前
方
注
視
義
務

違
反
等
の
あ
る
車
両
が
進
行
し
て
く
る
こ
と
を
、
一
般
的
抽
象
的

）
五
四
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

二
八

い
。さ

て
、
判
例
評
釈
と
し
て
は
こ
こ
ま
で
で
足
り
る
と
思
う
が
、

私
見
の
基
に
は
、
回
避
措
置
重
心
説
（
13
）
が
あ
る
の
で
、
蛇
足
と
の
お

叱
り
を
覚
悟
で
管
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
。

三

　回
避
措
置
重
心
説
の
素
描

⑴

　予
見
可
能
性
に
傾
斜
す
る
の
は
な
ぜ
か

過
失
犯
と
い
う
と
、
予
見
可
能
性
が
前
提
と
な
る
と
い
う
考
え

方
に
理
由
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
予
見
可
能
性
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
結
果
回
避
措
置
を
す
る
べ
き
と
い
う
要
請
が
働
く

と
い
う
論
理
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
理
屈
は
、
故
意
犯
が
な
ぜ

処
罰
さ
れ
る
か
と
い
う
法
理
と
並
行
に
捉
え
ら
れ
る
。
自
分
の
行

う
こ
と
が
犯
罪
に
当
た
る
と
気
づ
く
と
、
人
に
は
規
範
が
働
い
て
、

そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
抑
制
が
作
用
し
て
、
止
め
る
の

が
通
常
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
え
て
破
っ
た
場
合
は
処
罰
さ
れ
る
と

い
う
処
罰
根
拠
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
失
犯
を
こ
の
よ
う
な
故
意

犯
の
延
長
で
捉
え
る
と
、
本
質
的
な
違
い
を
見
失
う
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

故
意
犯
と
過
失
犯
で
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
人
間
の
理
解
の
し

か
た
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
考
え
る
。
故
意
犯
は
、
人
間
と
し

被
告
人
は
駐
車
を
す
る
際
、
後
方
車
両
の
追
突
を
予
見
し
た
か

ら
こ
そ
、
結
果
回
避
措
置
と
し
て
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ

た
上
で
仮
眠
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
無
視
し

て
追
突
す
る
後
方
車
両
が
あ
る
と
ま
で
は
予
想
し
な
か
っ
た
。
本

件
の
よ
う
に
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
後
方
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

が
視
認
で
き
る
よ
う
に
回
避
措
置
を
と
っ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
り
、

そ
の
点
で
注
意
義
務
違
反
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
告

人
は
過
失
犯
と
な
ら
ず
、
無
罪
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
が
一
度
は
争
点
と
し
て
あ
げ
た
③
道
路
上

に
駐
車
す
る
行
為
が
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
お
け
る
「
業
務
」
と

い
え
る
か
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

か
つ
て
、
業
務
の
意
義
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
人
が
社
会
生
活

上
の
地
位
に
基
づ
き
反
復
・
継
続
し
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
他

人
の
生
命
・
身
体
等
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
あ
る
も
の
と
し
て

い
た
（
最
判
昭
三
三
・
四
・
一
八
刑
集
一
二
・
六
・
一
〇
九
〇

〔
猟
銃
発
砲
事
件
〕）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
範
囲
を
や
や
広
げ
て
、

人
の
生
命
・
身
体
の
危
険
を
防
止
す
る
こ
と
を
業
務
内
容
と
す
る

も
の
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
（
最
決
昭
六
〇
・
一
〇
・
二
一
刑

集
三
九
・
六
・
三
六
二
〔
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
引
火
事
件
〕）。
し

た
が
っ
て
、
本
件
駐
車
行
為
が
業
務
に
あ
た
る
こ
と
は
異
論
が
な

）
五
四
七
（
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釈
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で
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と
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う
が
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私
見
の
基
に
は
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回
避
措
置
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心
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が
あ
る
の
で
、
蛇
足
と
の
お

叱
り
を
覚
悟
で
管
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を
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べ
さ
せ
て
頂
く
。

三

　回
避
措
置
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心
説
の
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⑴

　予
見
可
能
性
に
傾
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す
る
の
は
な
ぜ
か

過
失
犯
と
い
う
と
、
予
見
可
能
性
が
前
提
と
な
る
と
い
う
考
え

方
に
理
由
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
予
見
可
能
性
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
結
果
回
避
措
置
を
す
る
べ
き
と
い
う
要
請
が
働
く

と
い
う
論
理
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
理
屈
は
、
故
意
犯
が
な
ぜ

処
罰
さ
れ
る
か
と
い
う
法
理
と
並
行
に
捉
え
ら
れ
る
。
自
分
の
行

う
こ
と
が
犯
罪
に
当
た
る
と
気
づ
く
と
、
人
に
は
規
範
が
働
い
て
、

そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
抑
制
が
作
用
し
て
、
止
め
る
の

が
通
常
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
え
て
破
っ
た
場
合
は
処
罰
さ
れ
る
と

い
う
処
罰
根
拠
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
失
犯
を
こ
の
よ
う
な
故
意

犯
の
延
長
で
捉
え
る
と
、
本
質
的
な
違
い
を
見
失
う
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

故
意
犯
と
過
失
犯
で
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
人
間
の
理
解
の
し

か
た
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
考
え
る
。
故
意
犯
は
、
人
間
と
し

被
告
人
は
駐
車
を
す
る
際
、
後
方
車
両
の
追
突
を
予
見
し
た
か

ら
こ
そ
、
結
果
回
避
措
置
と
し
て
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ

た
上
で
仮
眠
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
無
視
し

て
追
突
す
る
後
方
車
両
が
あ
る
と
ま
で
は
予
想
し
な
か
っ
た
。
本

件
の
よ
う
に
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
後
方
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

が
視
認
で
き
る
よ
う
に
回
避
措
置
を
と
っ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
り
、

そ
の
点
で
注
意
義
務
違
反
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
告

人
は
過
失
犯
と
な
ら
ず
、
無
罪
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
が
一
度
は
争
点
と
し
て
あ
げ
た
③
道
路
上

に
駐
車
す
る
行
為
が
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
お
け
る
「
業
務
」
と

い
え
る
か
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

か
つ
て
、
業
務
の
意
義
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
人
が
社
会
生
活

上
の
地
位
に
基
づ
き
反
復
・
継
続
し
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
他

人
の
生
命
・
身
体
等
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
あ
る
も
の
と
し
て

い
た
（
最
判
昭
三
三
・
四
・
一
八
刑
集
一
二
・
六
・
一
〇
九
〇

〔
猟
銃
発
砲
事
件
〕）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
範
囲
を
や
や
広
げ
て
、

人
の
生
命
・
身
体
の
危
険
を
防
止
す
る
こ
と
を
業
務
内
容
と
す
る

も
の
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
（
最
決
昭
六
〇
・
一
〇
・
二
一
刑

集
三
九
・
六
・
三
六
二
〔
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
引
火
事
件
〕）。
し

た
が
っ
て
、
本
件
駐
車
行
為
が
業
務
に
あ
た
る
こ
と
は
異
論
が
な

）
五
四
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

二
九

く
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
母
親
が
幼
児
を
連
れ
て
歩
い
て

い
る
と
き
、
急
に
自
転
車
が
ぶ
つ
か
っ
て
き
そ
う
に
な
れ
ば
、
母

親
は
と
っ
さ
に
幼
児
を
抱
え
る
も
の
で
あ
り
、
後
で
ひ
や
っ
と
す

る
（
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
ら
た
い
へ
ん
だ
っ
た
わ
─
後
か
ら
く
る
予

見
可
能
性
）
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
多
く
の
母
親
は
子
ど
も
を

車
道
と
は
反
対
側
に
歩
か
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
。

ま
た
、
回
避
措
置
を
効
果
的
に
発
現
さ
せ
る
た
め
、
一
定
の
練

習
・
訓
練
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
回
避
措
置
の

み
が
行
動
基
準
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
東
北
地
方
で
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
（
19
）
」
は
そ
の
例
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
も
の
の
大
半
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

⑶

　予
見
可
能
性
は
危
惧
感
で
足
り
る

過
失
犯
に
つ
い
て
回
避
措
置
を
重
心
に
捉
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

予
見
可
能
性
は
回
避
措
置
と
の
関
係
性
で
捉
え
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

た
と
え
ば
、
柔
道
に
お
い
て
は
、
ま
ず
受
け
身
が
で
き
な
け
れ

ば
試
合
を
さ
せ
な
い
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
の
は
、
回
避

措
置
を
先
に
考
え
る
取
り
組
み
の
重
要
性
を
明
確
に
物
語
る
も
の

と
い
え
る
。

柔
道
指
導
者
事
件
（
20
）
に
お
い
て
、
判
決
は
、「
柔
道
指
導
者
が
柔

て
あ
る
べ
き
規
範
を
踏
み
破
る
人
間
像
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
、
故
意
犯
人
は
見
る
か
ら
に
悪
辣
な
反
社
会
的
人
間
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
故
意
犯
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
犯
罪
（
14
）
の
一
群
が
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
過
失

犯
の
大
半
は
普
通
の
国
民
（
庶
民
）
が
関
わ
る
領
域
で
あ
る
（
15
）
。
過

失
犯
現
象
と
し
て
最
も
多
い
自
動
車
交
通
事
故
（
16
）
を
考
え
て
み
れ
ば

わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
、
う
っ
か
り
ま
ち
が
え
た
り
、
忘

れ
た
り
、
勘
違
い
を
し
た
り
す
る
。
空
巣
事
件
の
半
分
は
、
家
の

鍵
を
か
け
忘
れ
て
出
か
け
た
人
の
被
害
（
17
）
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
過
失
犯
が
誰
で
も
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
過
失
犯
の
し
く
み
（
構
造
）
を
考
え
る
場
合
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
事
故
・
過
失
犯
罪

を
惹
起
し
な
い
た
め
に
ふ
だ
ん
ど
う
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と

を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

結
論
を
先
に
示
す
と
、
過
失
犯
に
つ
い
て
は
、〔
予
見
可
能
性

→
結
果
回
避
措
置
〕
と
い
う
時
間
的
順
序
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
（
18
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑵

　回
避
措
置
が
先
行
す
る
こ
と
も
あ
る

一
定
の
社
会
的
状
況
が
存
在
す
る
と
、
結
果
回
避
措
置
が
ま
ず

な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
予
見
可
能
性
は
い
わ
ば
後
か
ら
つ
い
て

）
五
四
七
（
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三
〇

軽
井
沢
バ
ス
転
落
事
件
（
23
）
で
は
、
運
転
者
が
死
亡
し
て
い
る
の
で
代

わ
り
に
バ
ス
会
社
社
長
や
運
行
管
理
者
が
起
訴
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
未
熟
な
運
転
者
（
本
人
も
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
）
に

深
夜
の
山
岳
ル
ー
ト
の
大
型
バ
ス
を
運
転
さ
せ
て
し
ま
っ
た
（
24
）
と
こ

ろ
に
、
管
理
・
監
督
の
面
に
お
い
て
、
回
避
措
置
の
怠
り
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
過
失
犯
は
、
結
果
回
避
措
置
と
予
見
可
能

性
を
組
み
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
叙
述
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
、
こ
こ
ら
で
筆
を
擱
く

こ
と
と
す
る
。

（
1
）	

井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
各
論
』（
有
斐
閣
、
平
二
八
年
）
は
、

「
停
止
さ
せ
る
場
所
で
適
切
で
な
か
っ
た
た
め
に
事
故
に
つ
な
が
っ

た
と
き
」
は
自
動
車
の
運
転
に
含
ま
れ
る
と
す
る
（
同
七
八
頁
）。

（
2
）	

自
動
車
運
転
過
失
致
死
罪
に
お
い
て
、
自
動
車
運
転
者
に
は
、

「
運
転
者
個
人
の
注
意
力
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
」
と

く
に
重
い
注
意
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
（
山
中
敬
一
『
刑
法
各

論
（
第
３
版
）』
成
文
堂
、
平
成
二
七
年
、
七
九
頁
）
を
考
え
る
と
、

一
ラ
ン
ク
下
げ
て
起
訴
し
た
理
由
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

（
3
）	
平
野
龍
一
他
編
『
注
解
特
別
刑
法
第
一
巻
交
通
編
⑴
〔
第
二

版
〕』（
青
林
書
院
、
平
成
四
年
）
七
一
頁
。

道
の
指
導
の
た
め
技
量
が
未
熟
で
受
け
身
が
十
分
に
習
得
さ
れ
て

い
な
い
小
中
学
生
（
年
少
者
）
に
対
し
投
げ
技
を
か
け
て
投
げ
る

場
合
、
そ
の
力
加
減
の
程
度
は
と
も
か
く
、
力
加
減
を
す
べ
き
義

務
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
21
）
。」
と
し
て
、
結
果
回
避
の
た

め
の
注
意
義
務
の
存
在
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
判

決
は
、
回
避
措
置
を
重
心
に
捉
え
る
以
上
、
予
見
可
能
性
は
あ
る

程
度
抽
象
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
す

な
わ
ち
、「
技
量
・
体
格
等
が
未
熟
な
者
が
強
い
力
で
投
げ
ら
れ

て
身
体
が
畳
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、
直
接
打
撲
し
た
部

分
に
限
ら
ず
、
身
体
各
部
に
無
理
な
力
が
加
わ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
あ
り
、
無
理
な
力
が
加
わ
っ
た
部
分
に
何
ら
か
の
障
害
が
発

生
し
う
る
こ
と
は
十
分
に
予
見
可
能
で
あ
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
頭
部
を
畳
に
打
ち
付
け
る
こ
と
だ
け
が
危
険
で
あ
り
、

こ
れ
を
防
止
す
れ
ば
安
全
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
科
学
的
な
裏
付

け
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
、
頭
部
に
重
大
な
障
害
を
負

う
と
予
見
し
な
か
っ
た
と
い
う
被
告
人
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
、
有

罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑷

　管
理
過
失
・
監
督
過
失
を
問
う

回
避
措
置
重
心
説
は
、
管
理
過
失
や
監
督
過
失
を
問
う
考
え
方

を
支
持
す
る
（
22
）
。
た
と
え
ば
、
事
件
か
ら
五
年
を
経
て
起
訴
さ
れ
た

）
五
七
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

三
〇

軽
井
沢
バ
ス
転
落
事
件
（
23
）
で
は
、
運
転
者
が
死
亡
し
て
い
る
の
で
代

わ
り
に
バ
ス
会
社
社
長
や
運
行
管
理
者
が
起
訴
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
未
熟
な
運
転
者
（
本
人
も
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
）
に

深
夜
の
山
岳
ル
ー
ト
の
大
型
バ
ス
を
運
転
さ
せ
て
し
ま
っ
た
（
24
）
と
こ

ろ
に
、
管
理
・
監
督
の
面
に
お
い
て
、
回
避
措
置
の
怠
り
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
過
失
犯
は
、
結
果
回
避
措
置
と
予
見
可
能

性
を
組
み
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
叙
述
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
、
こ
こ
ら
で
筆
を
擱
く

こ
と
と
す
る
。

（
1
）	

井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
各
論
』（
有
斐
閣
、
平
二
八
年
）
は
、

「
停
止
さ
せ
る
場
所
で
適
切
で
な
か
っ
た
た
め
に
事
故
に
つ
な
が
っ

た
と
き
」
は
自
動
車
の
運
転
に
含
ま
れ
る
と
す
る
（
同
七
八
頁
）。

（
2
）	

自
動
車
運
転
過
失
致
死
罪
に
お
い
て
、
自
動
車
運
転
者
に
は
、

「
運
転
者
個
人
の
注
意
力
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
」
と

く
に
重
い
注
意
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
（
山
中
敬
一
『
刑
法
各

論
（
第
３
版
）』
成
文
堂
、
平
成
二
七
年
、
七
九
頁
）
を
考
え
る
と
、

一
ラ
ン
ク
下
げ
て
起
訴
し
た
理
由
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

（
3
）	

平
野
龍
一
他
編
『
注
解
特
別
刑
法
第
一
巻
交
通
編
⑴
〔
第
二

版
〕』（
青
林
書
院
、
平
成
四
年
）
七
一
頁
。

道
の
指
導
の
た
め
技
量
が
未
熟
で
受
け
身
が
十
分
に
習
得
さ
れ
て

い
な
い
小
中
学
生
（
年
少
者
）
に
対
し
投
げ
技
を
か
け
て
投
げ
る

場
合
、
そ
の
力
加
減
の
程
度
は
と
も
か
く
、
力
加
減
を
す
べ
き
義

務
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
21
）
。」
と
し
て
、
結
果
回
避
の
た

め
の
注
意
義
務
の
存
在
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
判

決
は
、
回
避
措
置
を
重
心
に
捉
え
る
以
上
、
予
見
可
能
性
は
あ
る

程
度
抽
象
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
す

な
わ
ち
、「
技
量
・
体
格
等
が
未
熟
な
者
が
強
い
力
で
投
げ
ら
れ

て
身
体
が
畳
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、
直
接
打
撲
し
た
部

分
に
限
ら
ず
、
身
体
各
部
に
無
理
な
力
が
加
わ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
あ
り
、
無
理
な
力
が
加
わ
っ
た
部
分
に
何
ら
か
の
障
害
が
発

生
し
う
る
こ
と
は
十
分
に
予
見
可
能
で
あ
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
頭
部
を
畳
に
打
ち
付
け
る
こ
と
だ
け
が
危
険
で
あ
り
、

こ
れ
を
防
止
す
れ
ば
安
全
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
科
学
的
な
裏
付

け
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
、
頭
部
に
重
大
な
障
害
を
負

う
と
予
見
し
な
か
っ
た
と
い
う
被
告
人
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
、
有

罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑷

　管
理
過
失
・
監
督
過
失
を
問
う

回
避
措
置
重
心
説
は
、
管
理
過
失
や
監
督
過
失
を
問
う
考
え
方

を
支
持
す
る
（
22
）
。
た
と
え
ば
、
事
件
か
ら
五
年
を
経
て
起
訴
さ
れ
た

）
五
七
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

三
一

競
合
し
て
結
果
を
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
因
を
与
え
た
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
（
日
沖
憲
郎
「
因
果
関
係
」

日
本
刑
法
学
会
編
『
刑
事
法
講
座
第
一
巻
刑
法
⑴
』
有
斐
閣
、
昭

和
二
七
年
、
一
七
八
頁
）。

（
9
）	

道
路
交
通
法
施
行
令
一
八
条
二
項
は
、「
夜
間
、
道
路
…
…
の

幅
員
が
五
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
停
車
し
、
又
は
駐
車
し
て

い
る
と
き
は
、
車
両
の
保
安
基
準
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
設
け
ら

れ
る
非
常
点
滅
表
示
灯
（
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
）
又
は
尾
灯
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
車
両
の
保
安
基
準
に
関
す
る
規

定
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
駐
車
灯
を
つ
け
て
停
車
し
、
若
し

く
は
駐
車
し
て
い
る
と
き
…
…
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」（（
　
）
内

は
筆
者
注
記
）
と
規
定
し
て
い
る
。

（
10
）	

令
和
三
年
五
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
大
学
法
学
部
の

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
刑
事
法
研
究
会
に
お
け
る
私
の
発
表
に
対
す
る

質
問
と
し
て
、
当
日
、
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
）	

前
掲
注（
６
）の
判
決
。

（
12
）	

判
例
は
、
自
動
車
事
故
に
関
わ
る
例
を
こ
の
原
則
適
用
の
嚆

矢
と
し
て
認
め
た
（
最
判
昭
四
一
・
一
二
・
二
〇
刑
集

二
〇
・
一
〇
・
一
二
一
二
）。

（
13
）	

私
が
こ
の
見
解
を
最
初
に
示
し
た
の
は
、
船
山
泰
範
「
過
失

犯
に
お
け
る
回
避
措
置
重
心
説
」『
川
端
博
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

［
上
巻
］』（
成
文
堂
、
平
成
二
六
年
）
四
一
一
頁
。

（
14
）	
Ｅ
・
Ｈ
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
著
、
平
野
竜
一
・
井
口
浩
二
訳

『
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
犯
罪
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
〇
年
）。
な

（
4
）	

最
決
昭
四
二
・
五
・
二
五
刑
集
二
一
・
四
・
五
八
四
は
、
弥

彦
神
社
事
件
に
関
し
て
、
過
失
の
要
件
は
、「
結
果
の
発
生
を
予
見

す
る
こ
と
の
可
能
性
と
そ
の
義
務
お
よ
び
右
結
果
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
の
可
能
性
と
そ
の
義
務
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
5
）	

藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』（
弘
文
堂
、
昭
和
五
〇
年
）
は
、

「
予
見
可
能
と
い
う
た
め
に
は
、
結
果
発
生
に
い
た
る
具
体
的
因
果

過
程
の
予
見
ま
で
は
必
要
で
な
く
、
一
般
人
な
ら
ば
す
く
な
く
と

も
そ
の
種
の
結
果
の
発
生
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
具
体
的
な
危
惧

感
を
い
だ
く
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
」
と
す
る
（
同

二
四
〇
頁
）。

（
6
）	

徳
島
地
判
昭
四
八
・
一
一
・
二
八
判
時
七
二
一
・
七
は
、「
予

見
可
能
性
は
結
果
防
止
に
向
け
ら
れ
た
な
ん
ら
か
の
負
担
を
課
す

る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
程
度
の
も
の
で

あ
れ
ば
よ
」
い
と
す
る
。

（
7
）	

一
年
間
の
交
通
死
亡
事
故
総
計
三
、一
三
三
件
の
う
ち
、
追
突

に
よ
る
場
合
は
一
五
一
件
、
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
一
番
多

い
の
は
正
面
衝
突
の
三
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
（『
令
和
二
年

版
交
通
安
全
白
書
』）。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
の
点
滅
な
し
で

駐
車
し
て
い
た
ト
レ
ー
ラ
ー
へ
の
追
突
死
亡
事
故
も
報
告
さ
れ
て

い
る
（
神
奈
川
新
聞
令
和
三
年
三
月
八
日
二
一
時
二
六
分
）。

（
8
）	

Ａ
の
行
為
と
Ｂ
の
行
為
は
結
果
と
の
関
係
で
競
合
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
日
沖
憲
郎
博
士
が
述
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、「
行
為
と
結
果
と
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
前
者
が
後
者

の
一
条
件
を
な
し
て
お
れ
ば
よ
い
」
の
で
あ
っ
て
、「
他
の
条
件
が

）
五
七
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

三
二

覚
と
運
動
と
い
う
も
の
は
、
ど
ち
ら
が
原
因
で
、
ど
ち
ら
が
結
果

で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
…
…
『
感
覚
あ
る
と
こ
ろ
に
運

動
あ
り
、
運
動
あ
る
と
こ
ろ
に
感
覚
あ
り
』」
と
い
う
の
が
正
し
い

と
す
る
（
同
八
三
頁
）。
三
木
は
、
動
い
た
か
ら
新
し
い
感
覚
が
起

こ
る
例
と
し
て
、「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た
る
」
を
あ
げ
て
い
る
。

（
19
）	

三
陸
沿
岸
部
に
伝
わ
る
戒
め
の
言
葉
。
津
波
の
と
き
は
「
互

い
に
人
の
こ
と
に
は
構
わ
ず
に
…
…
『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
』、

共
倒
れ
の
悲
劇
を
防
ご
う
」
と
い
う
趣
旨
（
北
原
糸
子
ほ
か
編

『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
四
年
、
七
八
四

頁
）。

（
20
）	

こ
の
事
件
に
関
す
る
私
の
判
例
研
究
と
し
て
、
船
山
泰
範

「
柔
道
指
導
に
お
け
る
過
失
責
任
」
日
本
法
学
八
〇
巻
四
号
（
平
成

二
七
年
）
三
七
五
頁
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
裁
判
は
、
検
察
審
査

会
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
平
成
二
一
年
五
月
二
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
強
制
起
訴
の
八
番
目
で
あ
り
、
か
つ
有
罪
判
決
が
下
さ

れ
た
二
件
の
う
ち
の
一
件
で
あ
る
。

（
21
）	

長
野
地
判
平
二
六
・
四
・
三
〇L

E
X
/D
B

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
Ｔ
Ｋ
Ｃ
法
律
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
文
献
番
号25503851

。

（
22
）	

結
果
回
避
措
置
は
、
結
果
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
安
全
へ
の

配
慮
を
す
る
合
理
的
な
精
神
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
配
慮
は
、
事
に
あ
た
っ
て
い
る
人
ば
か
り
で
な
く
、
他
者
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
義

務
の
根
拠
と
も
な
る
の
で
あ
る
（
船
山
泰
範
『
刑
法
の
礎
・
総
論
』

法
律
文
化
社
、
平
成
二
六
年
、
七
〇
頁
）。

お
、
カ
ー
ル
・
Ｆ
・
シ
ュ
ス
ラ
ー
に
よ
る
と
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
が

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
犯
罪
に
着
目
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
犯
罪

学
が
「
貧
困
と
そ
の
結
果
と
だ
け
を
強
調
す
る
」
こ
と
へ
の
不
満

で
あ
り
、
こ
の
研
究
を
通
し
て
「
す
べ
て
の
犯
罪
を
残
り
な
く
説

明
で
き
る
理
論
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
」
努
力
し
た
の
だ
と
解
説

さ
れ
て
い
る
（
同
書
「
日
本
版
へ
の
序
文
」
ⅰ
頁
）。

（
15
）	

数
は
少
な
い
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
件
に
代
表
さ

れ
る
大
規
模
企
業
過
失
犯
罪
に
関
し
て
は
、
別
の
観
点
か
ら
刑
事

責
任
の
問
い
方
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
16
）	

令
和
元
年
の
警
察
の
認
知
件
数
で
み
る
と
、
刑
法
犯
は
全
体

で
七
四
八
、五
五
九
件
で
あ
り
、
過
失
運
転
致
死
傷
と
危
険
運
転
致

死
傷
（
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

に
関
す
る
法
律
に
含
ま
れ
る
）
を
合
わ
せ
た
数
は
三
六
九
、一
八
二

件
で
あ
る
（『
令
和
二
年
版
犯
罪
白
書
』）。

（
17
）	

い
わ
ゆ
る
無む

締し
ま

り
（
鍵
の
か
け
忘
れ
）
に
よ
る
空
巣
の
被
害

に
関
す
る
統
計
で
は
、
一
戸
建
で
は
二
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
高

層
住
宅
で
は
五
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
で
は
五
四
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
う
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
（「
警
視
庁
令
和
元
年
中
の

住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
の
発
生
状
況
」
に
つ
い
て
、
生
活
安
全
総
務

課
の
手
集
計
）。

（
18
）	

他
の
学
問
領
域
で
も
、
同
種
の
論
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

生
理
学
で
は
、
通
常
、
感
覚
が
原
因
で
運
動
が
結
果
だ
と
い
う
考

え
方
を
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。
三
木
成
夫

『
内
臓
と
こ
こ
ろ
』（
河
出
文
庫
、
平
成
二
五
年
）
に
よ
る
と
、「
感

）
五
七
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

三
二

覚
と
運
動
と
い
う
も
の
は
、
ど
ち
ら
が
原
因
で
、
ど
ち
ら
が
結
果

で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
…
…
『
感
覚
あ
る
と
こ
ろ
に
運

動
あ
り
、
運
動
あ
る
と
こ
ろ
に
感
覚
あ
り
』」
と
い
う
の
が
正
し
い

と
す
る
（
同
八
三
頁
）。
三
木
は
、
動
い
た
か
ら
新
し
い
感
覚
が
起

こ
る
例
と
し
て
、「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た
る
」
を
あ
げ
て
い
る
。

（
19
）	

三
陸
沿
岸
部
に
伝
わ
る
戒
め
の
言
葉
。
津
波
の
と
き
は
「
互

い
に
人
の
こ
と
に
は
構
わ
ず
に
…
…
『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
』、

共
倒
れ
の
悲
劇
を
防
ご
う
」
と
い
う
趣
旨
（
北
原
糸
子
ほ
か
編

『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
四
年
、
七
八
四

頁
）。

（
20
）	

こ
の
事
件
に
関
す
る
私
の
判
例
研
究
と
し
て
、
船
山
泰
範

「
柔
道
指
導
に
お
け
る
過
失
責
任
」
日
本
法
学
八
〇
巻
四
号
（
平
成

二
七
年
）
三
七
五
頁
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
裁
判
は
、
検
察
審
査

会
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
平
成
二
一
年
五
月
二
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
強
制
起
訴
の
八
番
目
で
あ
り
、
か
つ
有
罪
判
決
が
下
さ

れ
た
二
件
の
う
ち
の
一
件
で
あ
る
。

（
21
）	

長
野
地
判
平
二
六
・
四
・
三
〇L

E
X
/D
B

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
Ｔ
Ｋ
Ｃ
法
律
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
文
献
番
号25503851

。

（
22
）	

結
果
回
避
措
置
は
、
結
果
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
安
全
へ
の

配
慮
を
す
る
合
理
的
な
精
神
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
配
慮
は
、
事
に
あ
た
っ
て
い
る
人
ば
か
り
で
な
く
、
他
者
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
義

務
の
根
拠
と
も
な
る
の
で
あ
る
（
船
山
泰
範
『
刑
法
の
礎
・
総
論
』

法
律
文
化
社
、
平
成
二
六
年
、
七
〇
頁
）。

お
、
カ
ー
ル
・
Ｆ
・
シ
ュ
ス
ラ
ー
に
よ
る
と
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
が

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
犯
罪
に
着
目
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
犯
罪

学
が
「
貧
困
と
そ
の
結
果
と
だ
け
を
強
調
す
る
」
こ
と
へ
の
不
満

で
あ
り
、
こ
の
研
究
を
通
し
て
「
す
べ
て
の
犯
罪
を
残
り
な
く
説

明
で
き
る
理
論
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
」
努
力
し
た
の
だ
と
解
説

さ
れ
て
い
る
（
同
書
「
日
本
版
へ
の
序
文
」
ⅰ
頁
）。

（
15
）	

数
は
少
な
い
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
件
に
代
表
さ

れ
る
大
規
模
企
業
過
失
犯
罪
に
関
し
て
は
、
別
の
観
点
か
ら
刑
事

責
任
の
問
い
方
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
16
）	

令
和
元
年
の
警
察
の
認
知
件
数
で
み
る
と
、
刑
法
犯
は
全
体

で
七
四
八
、五
五
九
件
で
あ
り
、
過
失
運
転
致
死
傷
と
危
険
運
転
致

死
傷
（
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

に
関
す
る
法
律
に
含
ま
れ
る
）
を
合
わ
せ
た
数
は
三
六
九
、一
八
二

件
で
あ
る
（『
令
和
二
年
版
犯
罪
白
書
』）。

（
17
）	

い
わ
ゆ
る
無む

締し
ま

り
（
鍵
の
か
け
忘
れ
）
に
よ
る
空
巣
の
被
害

に
関
す
る
統
計
で
は
、
一
戸
建
で
は
二
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
高

層
住
宅
で
は
五
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
で
は
五
四
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
う
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
（「
警
視
庁
令
和
元
年
中
の

住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
の
発
生
状
況
」
に
つ
い
て
、
生
活
安
全
総
務

課
の
手
集
計
）。

（
18
）	

他
の
学
問
領
域
で
も
、
同
種
の
論
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

生
理
学
で
は
、
通
常
、
感
覚
が
原
因
で
運
動
が
結
果
だ
と
い
う
考

え
方
を
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。
三
木
成
夫

『
内
臓
と
こ
こ
ろ
』（
河
出
文
庫
、
平
成
二
五
年
）
に
よ
る
と
、「
感

）
五
七
七
（

駐
車
ト
レ
ー
ラ
ー
追
突
致
死
事
件
（
船
山
）

三
三

（
23
）	

事
件
は
、
平
成
二
八
年
一
月
一
五
日
午
前
一
時
五
二
分
頃
、

運
転
手
が
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
バ
ス
を
時
速
約
九
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

制
御
不
能
に
陥
り
、
崖
下
に
転
落
さ
せ
、
運
転
手
を
含
め
て
一
五

名
を
死
亡
さ
せ
、
二
六
名
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
一
日
、
バ
ス
会
社
の
社
長
と
運
行
管
理
者
が
業

務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
同
年
一
〇
月
二
一
日
に
初

公
判
が
開
か
れ
て
い
る
。

（
24
）	

私
は
、
こ
の
事
件
の
立
証
の
行
方
に
関
し
て
、
被
告
人
で
あ

る
二
人
に
は
、「
こ
の
運
転
手
の
バ
ス
に
安
心
し
て
乗
れ
る
の
か
と

問
う
て
み
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
が
あ
る
（
令
和
三
年
四

月
六
日
読
売
新
聞
〔
長
野
版
〕
朝
刊
）。

）
五
七
三
（




